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複数の計測技術を組み合わせた

インフラモニタリングの省力化・高度化

― 衛星を、インフラ管理を支える “普通の道具” へ ―
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国際航業は「測る」だけでなく、判断まで支える会社

現場に必要な計測手段を組み合わせる会社

衛星は目的ではなく、現場の判断を支える手段の一つ

測る 診る 判断を支える

衛星
航空機
UAV
車両

GNSS・IoT

画像解析
地形解析
変位解析
データ統合

道路・橋梁
斜面・河川
ダム・鉄道
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災害関連

維持管理

施工管理

地すべり 融雪地すべり 崩壊地 深層崩壊 盛土崩壊

道路法面 フィルダム堤体 コンクリートダム
堤体

空港 河川堤防

産廃処分場 鉄塔基礎 露天堀り鉱山 広域地盤沈下 盛土(規制法)

トンネル地表面 土工 橋梁 鉄道 港湾

3

インフラ管理の多くの現場で活用を広げてきた

GNSS＋IoT＋SAR

21現場

GNSS＋IoT

100以上

SAR衛星だけでなく、地上センサと組み合わせて使う
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事例１ 広域設備における維持管理

現場で価値になるのは、点検先を絞り込めること

維持管理
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事例２ 地下工事における施工管理

現場で価値になるのは、 工事の影響か否かを整理し説明できるようにすること

施工管理
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解析結果を現場判断につなぐときの課題

衛星で得られる情報を判断に変える人間の処理能力がボトルネックに

衛星で得られる情報

広域の状況・変化 

異常や被害の候補
 

時系列の変動傾向
 

地域別・施設別の分布

人がつないでいる部分

① 関連情報を集める
地形・地質・施工履歴・過去事例

② 衛星結果と照合する
位置・時系列・周辺条件を確認

③ 原因や優先度を判断する
ノイズか／工事影響か／被害か

④ 新情報で見直す

ここがボトルネック

本当に欲しい判断支援情報

どこが壊れていそうか

どこから確認すべきか

なぜそう判断したか

現場の初動対応に使える形
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→

人が担ってきた収集・照合・解釈を、AIで支援する

７

宇宙戦略基金で、ボトルネックを解消する基盤をつくる

本取組は宇宙戦略基金の補助を受けて実施しています。
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まとめ

1 これまで 複数の計測技術を組み合わせ、インフラ管理を支えてきた

2 見えてきた課題 情報が増えるほどデータを判断につなぐ部分がボトルネックになる

3 これから 情報収集・照合・整理はAI、最終判断は人

社会実装は、衛星を特別扱いしなくなったとき

「インフラ管理の判断を支える仕組み」の一部へ



情報をつなげる力で、

人・社会・地球の未来をデザインする
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